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認知能力と非認知能力 
幼児期から、どの発達段階においても非認知能力を高めることに関心が高まっています。最近、よく

見聞きする言葉です。 

この２つの能力を大まかに説明すると、「認知能力」は、IQや偏差値、学校で行われるテストなど、数

値化できる能力のことです。それに対して、「非認知能力」は、テストでは測定できない個人の特性によ

る能力のことです。具体的には、「意欲、協調性、粘り強さ、忍耐力、計画性、自制心、創造性、コミュ

ニケーション能力」などです。そして、この「非認知能力」は、集団の行動での困難や失敗、挫折などの

経験を通して養われることが多いと言われています。 

学校では、集団での活動や学習がたくさんあります。子供たちは、それぞれの取り組みにおいて、目標

をもち、その達成に向けて仲間と協力してよく努力しています。しかし、物事を成し遂げようとすると

きや、高みを目指すときには、必ずと言っていいほど困難が訪れます。教師は、子供たちの頑張りを「ほ

めて・認めて・励ます」指導をしています。困難の内容にもよりますが、教師は発達段階や実態に応じて

内容を見極めながら、自らの力で困難を乗り越えていけるよう支援していきます。このような経験のな

かで、子供たちは多くのことを学んでいきます。非認知能力の育成だけでなく、自己肯定感や自己有用

感の育成も図られます。 

そこで、ご家庭でも非認知能力（意欲、協調性、粘り強さ、忍耐力、計画性、自制心、創造性、コミュ

ニケーション能力）の育成にご協力ください。物事を成し遂げる成功までの過程には、必ず困難や失敗、

挫折があります。子供たちが困難に直面したときに、どんな対応をするか、そこが大切です。大人が代

わりにやってあげることも対応の１つですが、多少の困難であれば、子供自らの力で乗り越えていける

ようご家庭でも支援してください。やればできる子供たちです。みんなで子供たちの豊かな成長を願い、

認知能力も非認知能力も育成していきましょう。よろしくお願いいたします。 

 

気持ちのよいあいさつ 
児童会の子供たちを中心にして、２度目の「あいさつ運動」がありました。 

玄関付近で、登校してくる子供たちに、大きな声で「おはようございます」と見本を示してくれまし

た。児童会の子供たちの明るく元気なあいさつに影響されて、どの子もみんな笑顔で「おはようござい

ます」と、あいさつができていました。子供たちは、気持ちのよいあいさつを交わす心地よさも味わっ

ているようでした。 

 上学年が範を示し、集団全体がよりよい方向に向かっていく様子は、とてもよい傾向です。クラスを

超えて、学年を超えて、みんなでよりよいものを追求する取り組みは、「楽しい学校づくり」の１つです。

これからも、子供たちの自主性を温かく見守り支援していきたいと思います。 

教育目標 

やる気：意欲的な子ども 

思いやり：協力し合う子ども 

ねばり：最後までやりぬく子ども 



◎以下、５月号でお願いした内容ですが、再度掲示させていただき、改めてお願いします。 

【自家用車での送迎について】  

学校では、自力登下校が原則です。ただし、やむを得ず、お子さんを自家用車

で送迎する場合につきましては、東校舎の北側駐車場または赤堀駐車場での乗

り降りをお願いします。学校北の道路や各地区の集会所前の路上駐車による児

童の乗り降りは危険ですのでお止めください。また、赤堀支所駐車場での乗り降

りもご遠慮ください。交通ルールやマナーは、大人が是非手本を示した行動をとっ

ていただけると子どもたちの正しい判断や社会性の育成に繋がるかと思います。

ご協力をお願いします。また、ケガや病気などにより心配があるお子さんについて

は、本校舎の北側の職員駐車場にある、職員玄関前の駐車スペースを利用して

いただいています。その他の職員駐車場への自家用車の乗り入れは安全確保の

ためご遠慮いただきますようお願いします。  

【授業参観・懇談会ではお世話になりました】 

各学年の学習参観・懇談会では、大変お世話になりました。 

授業参観では、間近でお子さんの様子をご覧いただき、成長の様子をご確認していた

だけたと思います。学級懇談会では、担任の考えを聞き、保護者の方々と一緒によりよい学

級づくりについて話し合うことができたと思います。 

今後も、学校と家庭とで連携・協力して、よりよい教育活動を進めていきたいと思いま

す。ご都合をつけてご参観・ご参加いただいた保護者の皆さん、ありがとうございました。 

【３年生が校外学習に行ってきました】 

５月３０日（金）、３年生がサンデンフォレストに行ってきました。 

午前中は、自販機ミュージアムの見学や工場見学をしました。自販機ミュージアムでは、

人々のニーズに合わせて自販機の機能が開発・工夫されている様子を学びました。工場

では、安全に配慮された環境で仕事が分担されていて、効率よく正確に自販機が製造さ

れている様子を学びました。「うわー、すごい」と驚いたり、感心したりする子供の反応が見

られました。午後は、森の中で「ガイドウォーク」を体験しました。係の方の案内で、植物や

小さな生き物にふれながら、森との関わりや役割を学びました。『森のエビフライ』を見つ

けられたラッキーな子供もいました。 

みんなで協力して、楽しい学習ができました。 

 

【教育相談について】  

本校には、心の専門家であるスクールカウンセラーの先生がおります。 

友達のことや勉強のこと、自分のことなど、子供たちが心配に思っていることや困ってい

ることの相談に乗ってくれます。子供の成長に伴う様々な心の変化や、親子で一緒に考え

ていることなど、保護者の方の不安や悩みの相談に乗ってくれます。 

詳しい相談日等の日程は、学期はじめに配布した『教育相談係から』でご確認くださ

い。聞いてほしいことがありましたら、遠慮なくお申し込みください。 

 

 

 


